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このマニュアルの使用法

Sun Fire X4470 サーバーこのマニュアルは、技術者、システム管理者、承認サービス
プロバイダ (Authorized Service Provider、ASP)、およびオペレーティングシステム
のインストールについての経験を持つユーザーを対象としています。

製品情報
Sun Fire X4470 サーバーの製品情報については、次の Web サイトを参照してください。

(http://www.oracle.com/goto/x4470)

このサイトには、次の情報とダウンロードにアクセスするためのリンクが含まれてい
ます。

■ 製品情報および仕様

■ サポートされているオペレーティングシステム

■ ソフトウェアおよびファームウェアのダウンロード

■ サポートされているオプションカード

■ 外部ストレージオプション

■ 消費電力計算機
v
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関連ドキュメント
次の表に一覧表示する関連マニュアルは、オンラインで利用できます。

(http://docs.sun.com/app/docs/prod/sf.x4470#hic)

タイトル コンテンツ Part No. 形式

『Sun Fire X4470 サーバーご
使用にあたって』

サーバーに関する最新情報 821-2385 PDF
HTML

『Sun Fire X4470 Server 
Getting Started Guide』

サーバーのセットアップに関す
る基本的なインストール情報

821-0333 PDF

印刷

『Sun Fire X4470 サーバー
設置マニュアル』

サーバーのセットアップに関す
る詳細なインストール情報

821-2370 PDF
HTML

印刷物

『Sun Fire X4470 サーバー 
Linux オペレーティングシス
テムインストールガイド』

Linux オペレーティングシステ
ムのインストール手順

821-2379 PDF
HTML

『Sun Fire X4470 サーバー 
Windows オペレーティングシ
ステムインストールガイド』

Windows Server オペレーティン
グシステムのインストール手順

821-2376 PDF
HTML

『Sun Fire X4470 サーバー 
Solaris オペレーティングシス
テムインストールガイド』

Oracle Solaris オペレーティン
グシステムのインストール手順

821-2373 PDF 
HTML

『Sun Fire X4470 サーバー仮
想マシンソフトウェアインス
トールガイド』

Oracle VM および VMware 
ESX/ESXi ソフトウェアのイン
ストール手順

821-2382 PDF
HTML

『Sun Installation Assistant 
2.3 Through 2.4 User’s Guide 
for x64 Servers』

Sun Installation Assistant を使
用してオペレーティングシステ
ムをインストールする手順

821-0694 PDF
HTML

『Sun Fire X4470 Server 
Service Manual』

サーバーの保守とアップグレー
ドに関する情報と手順

821-0703 PDF
HTML

『Sun Server CLI ツールおよ
び IPMItool 2.0 ユーザーズガ
イド』

CLI ツールおよび IPMItool の
インストール、設定、および
使用に関する情報

821-1600 PDF
HTML

Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) 3.0 マニュ
アルセット (以前の Sun 
Integrated Lights Out 
Manager マニュアルセット)

ILOM 3.0 をサポートするサー
バーとおよびサーバーモジュー
ルに共通の ILOM 機能とタス
クについてのドキュメント

820-7382
820-7370
820-7373
820-7376
820-6413

PDF
HTML
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これらのドキュメントの一部については、この表の上に記載されている製品マニュア
ル Web サイトで翻訳版が入手可能です。英語版は頻繁に改訂されており、翻訳版よ
りも最新の情報が記載されています。

マニュアル、サポート、およびトレー
ニング
次の Web サイトでは追加リソースが提供されています。

■ マニュアル: (http://docs.sun.com)

■ サポート: (http://www.sun.com/support)

■ トレーニング: (http://www.sun.com/training)

『Oracle Integrated Lights 
Out Manager (ILOM) 3.0 補
足マニュアル Sun Fire X4470 
サーバー』

Sun Fire X4470 サーバーに固有
の ILOM 3.0 に関する情報

821-2388 PDF
HTML

『Sun Fire X4470 Safety and 
Compliance Guide』

サーバーに対するハードウェア
の安全性および適合性の情報

821-0705 PDF

Sun ハードウェアシステムの
重要な安全性に関する情報

ハードウェアの安全性とコンプ
ライアンスに関するすべての 
Sun 製ハードウェアシステム向
けの多言語情報

821-1590 印刷

『Oracle X86 サーバー診断ガ
イド』

サーバーの診断およびトラブル
シューティングに関する情報。

820-7813 PDF
HTML

タイトル コンテンツ Part No. 形式
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表記上の規則

ドキュメントのフィードバック
コメントは、(http://docs.sun.com) で「Feedback [+]」リンクをクリックして
お送りください。ご意見をお寄せいただく際には、下記のタイトルと Part No. を記載
してください。

『Sun Fire X4470 サーバー Solaris オペレーティングシステムインストールガイド』、
Part No. 821-2373-10。

書体または記号*

* 使用しているブラウザにより、これらの設定と異なって表示される場合があります。

意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディ
レクトリ名、画面上のコン
ピュータ出力、コード例。

.login ファイルを編集します。

ls -a を実行します。

% You have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画
面上のコンピュータ出力と区別
して表します。

% su

Password:

AaBbCc123 コマンド行の可変部分。実際の
名前や値と置き換えてください。

rm filename と入力します。

『 』 参照する書名を示します。 『Solaris ユーザーマニュアル』

「 」 参照する章、節、または、強調
する語を示します。

第 6 章「データの管理」を参照。

この操作ができるのは「スーパーユー
ザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキ
ストがページ行幅を超える場合
に、継続を示します。

% grep ‘^#define \

 XV_VERSION_STRING’
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製品のダウンロード
最新のソフトウェア製品をダウンロードするには、次の Web サイトにアクセスして
ください。

(http://www.oracle.com/goto/x4470)

このサイトには、次の項目にアクセスできるリンクがあります。

■ Tools and Drivers DVD イメージ

■ Sun Installation Assistant DVD イメージ

■ Sun Validation Test Suite (Sun VTS) の更新
このマニュアルの使用法 ix
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第 1 章

はじめに 

この章では、Oracle Solaris オペレーティングシステムを Oracle の Sun Fire X4470 
サーバーにインストールする方法の概要について説明します。

本章で説明するトピックは次のとおりです。

■ 1 ページの「サポートされている Solaris オペレーティングシステム」

■ 2 ページの「インストール時の注意事項」

■ 3 ページの「インストール作業の概要」

サポートされている Solaris オペレー
ティングシステム
Sun Fire X4470 サーバーは、次の Solaris オペレーティングシステムをサポートします。

■ Solaris 10 10/09

Sun Fire X4470 サーバーでサポートされているすオペレーティングシステムを網羅し
た最新のリストを参照するには、(http://www.oracle.com/goto/x4470) で該
当する Web サイトに移動してください。

Solaris マニュアルセット

このガイドのインストール手順では、Solaris のインストールを開始する手順の概要を
説明しています。サーバーに Solaris オペレーティングシステムをインストールする
方法の詳細は、次のマニュアルセットを参照してください。

(http://docs.sun.com/app/docs/coll/1236.11?l=en)
1
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インストール時の注意事項
x64 サーバーへのオペレーティングシステムのインストールを開始する前に、次の重
要な注意事項について確認してください。

注意事項 説明 詳細は、次を参照してください。

オペレーティングシ
ステムを手動でイン
ストールするための
ローカルまたはリ
モートによる配備
方法の選択

オペレーティングシステムは、サポートされ
る配備方法のいずれを使用してもインストー
ルできます。

• 内蔵または外付けのストレージデバイスお
よび接続された KVMS を使用するローカ
ルインストール。

• Oracle Integrated Lights Out Manager 
(ILOM) リモートコンソールまたは 
JumpStart カスタムインストールのいずれ
かを使用したネットワークインストール。

• 付録 A サポートされるインストール方法

• 『Solaris 10 10/09 インストールガイド 
(ネットワークインストール)』(821-0617)

• 『Solaris 10 10/09 インストールガイド 
(カスタム JumpStart/ 上級編)』(821-0633)

RAID ボリュームの
作成

起動ドライブを RAID 構成の一部にする場合
は、ドライブで RAID ボリュームを設定する
必要があります。オペレーティングシステムを
インストールする前に、LSI 統合 RAID コン
トローラのセットアップユーティリティーを
使用します。

• 『LSI MegaRAID SAS Software User’s 
Guide』

 
(http://www.lsi.com/support/sun/)

OS の新規インス
トール時の BIOS 
設定の検証

オペレーティングシステムをインストールす
る前に、BIOS が出荷時のデフォルトプロパ
ティーに設定されていることを確認するよう
にしてください。

• 付録 B

オプションの追加ソ
フトウェアのインス
トール

オペレーティングシステムのインストールを
実行したあとに、システムに関連のある重要
な Solaris パッチのインストールが必要とな
る場合があります。Solaris パッチには、新
機能、機能の強化、および既知の問題に対す
る修正が含まれています。

• 18 ページの「Solaris インストール後の
作業」

OS のインストール
に関する最新情報と
パッチの入手

サポートされているオペレーティングシステ
ムソフトウェアおよびパッチについては、
『Sun Fire X4470 サーバーご使用にあたっ
て』を参照してください。

• 『Sun Fire X4470 サーバーご使用にあ
たって』(821-2385)
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インストール作業の概要
Solaris 10 10/09 オペレーティングシステムをインストールするには、次に示す作業を
すべて順番に実行します。

1. Solaris10 10/09 オペレーティングシステムのインストールメディアを入手します。

Solaris オペレーティングシステムの DVD メディアはサーバーに付属しています。

2. 提供されている Tools and Drivers DVD を入手するか、付録 C の説明に従って
サーバーの最新ドライバとユーティリティーをダウンロードします。

3. 付録 A を参考にして、Solaris インストールを配備するためのインストール方法を
選択し設定します。

4. 第 2 章で説明する、Solaris インストールの実行手順に従います。

5. 18 ページの「Solaris インストール後の作業」で説明する、Solaris のインストール
後の作業を実行する手順に従います。
第 1 章 はじめに 3
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第 2 章

Solaris 10 のインストール

この章では、Solaris 10 10/09 オペレーティングシステム (Solaris 10 OS) を Sun Fire 
X4470 サーバーにインストールする方法について説明します。

この章では、次の項目について説明します。

■ 5 ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用した Solaris 10 の
インストール」

■ 13 ページの「PXE ネットワーク環境を使用した Solaris 10 OS のインストール」

■ 18 ページの「Solaris インストール後の作業」

インストール済みの Solaris 10 OS イメージを設定する方法については、『Sun Fire 
X4470 サーバー設置マニュアル』(821-2370) の設定手順を参照してください。

ローカルメディアまたはリモートメディ
アを使用した Solaris 10 のインストール
次の手順では、Solaris オペレーティングシステムのインストールをローカルまたは
リモートのメディアから起動する方法について説明します。この手順では、次のいず
れかのソースからインストールメディアを起動することを前提にしています。

■ Solaris 10 10/09 以降のリリースの DVD セット (内蔵または外付けの DVD)

■ Solaris 10 10/09 以降のリリースの ISO DVD イメージ (ネットワークリポジトリ)

注 – PXE 環境からインストールメディアを起動する場合は、13 ページの「PXE ネッ
トワーク環境を使用した Solaris 10 OS のインストール」で手順を確認してください。
5



インストールを開始する前に 
この節のインストール手順を開始する前に、次の要件を満たすようにしてください。

■ オペレーティングシステムをインストールするための前提条件をすべて満たして
いる。これらの前提条件については、第 1 章を参照してください。

■ インストールを実行する前に、使用するインストール方法 (コンソール、起動メ
ディア、インストール先など) を決定して、設定が完了している。これらの設定に
関する要件については、付録 A を参照してください。

この手順の完了後、この章で後述する、インストール後に必要な作業を確認して実行
する必要があります。詳細は、18 ページの「Solaris インストール後の作業」を参照
してください。

▼ ローカルまたは遠隔メディアを使用した Solaris 
10 のインストール

1. インストールメディアを起動できることを確認します。

■ ディストリビューション DVD を使用する場合。ローカルまたはリモートの 
DVD ドライブに Solaris 10 DVD を挿入します。

■ ISO イメージ を使用する場合。ISO イメージが使用可能であり、ILOM リ
モートコンソールアプリケーションが最初の ISO イメージの場所を認識して
いることを確認します。

インストールメディアを設定する方法については、付録 A を参照してください。

2. サーバーの電源を入れ直します。

例:

■ ILOM Web インタフェースで、「Remote Control」-->「Remote Power 
Control」タブを選択し、次に、「Select Action」ドロップダウンリストボッ
クスから「Power Cycle」オプションを選択します。

■ ローカルサーバーを使用する場合、サーバーのフロントパネルの電源ボタンを
押して (約 1 秒) サーバーの電源を切り、電源ボタンをもう一度押してサー
バーの電源を入れます。

■ サーバー SP の ILOM CLI で、次のように入力します。reset /SYS

BIOS 画面が表示されます。
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注 – 次のイベントがすぐに発生するため、以下のステップでは集中する必要があり
ます。表示される時間が短いため、メッセージを注意して観察してください。スク
ロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいません。

3. BIOS 画面で、F8 キーを押して、Solaris のインストールで使用する一時起動デバ
イスを指定します。

「起動デバイスを選択してください (Please Select Boot Device)」メニューが表示
されます。
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4. 「起動デバイス (Boot Device)」メニューで、最初の (一時) 起動デバイスとして
外付けまたは仮想 DVD デバイスを選択して、Enter キーを押します。

手順 3 に示す「起動デバイス (Boot Device)」メニューの例では、最初の起動デバ
イスとして仮想 DVD デバイスが指定されています。

「起動デバイス (Boot Device)」メニューに表示されるデバイスの文字列は、デバ
イスタイプ、スロットインジケータ、および製品 ID 文字列で構成されています。

注 – ILOM リモートコンソールアプリケーションを使用して、リダイレクトされた 
DVD から Solaris のインストールを実行している場合は、「AMI Virtual CDROM」を
選択します。この項目は、リダイレクトされた DVD からインストールを実行すると
きに、「Boot Device」メニューのオプションとして表示されます。

「GRUB」メニューが表示されます。
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5. 「GRUB」メニューで、「Solaris_10 os」を選択し、Enter キーを押します。

注 – インストールの出力をシリアルコンソールにリダイレクトする場合は、「GRUB」
メニューで「e」を押して、「GRUB」メニューを編集します。シリアルコンソールを
サポートするには、カーネル行の起動フラグに ,console = ttya を追加します。

Solaris ディスクイメージがメモリーに読み込まれます。このプロセスは数分かか
る場合があります。完了すると、「インストールの種類 (Install Type)」メニュー
が表示されます。
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6. 「インストールの種類 (Install Type)」メニューで、インストールの実行に使用す
るインタフェースの種類を選択します。

■ グラフィカルユーザーインタフェース (デフォルト) － 1 を入力して Enter 
キーを押します。

■ デスクトップセッションからのテキストインストーラ － 3 を入力して Enter 
キーを押します。

■ コンソールセッションからのテキストインストーラ － 4 を入力して Enter 
キーを押します。

注 – 使用しているシステムで表示される画面は、手順 6 で設定したインタフェースの
種類により異なります。この手順で示す以降の画面の例は、デフォルトのグラフィカル
ユーザーインタフェース (Graphical User Interface、GUI) オプション (オプション 1) を
選択した場合の画面です。

デバイスとインタフェースが検出され設定されます。キーボードが検出されると、
「キーボードレイアウトの設定 (Configure Keyboard Layout)」メニューが表示さ
れます。

7. 「キーボードレイアウトの設定 (Configure Keyboard Layout)」メニューで適切な
キーボードレイアウトを選択し、Enter キーを押します。

選択したキーボードレイアウトが設定され、設定ファイルが検索されます。

前の手順で GUI インストールを選択した場合は、次の 2 つの手順 (手順 8 と 9) で 
GUI が機能しているかどうかを確認します。前の手順で GUI インタフェースを選
択していない場合は、手順 10 に進みます。
10 Sun Fire X4470 サーバー Solaris オペレーティングシステムインストールガイド • 2010 年 6 月



8. 「Discovering Network Configuration and Starting Solaris Interactive Installation」
画面で、Enter キーを押します。

2 番目の画面が表示されます。ここで GUI が機能していることを確認します。

9. 表示されたテキストが判読可能な場合は、この画面で Enter キーを押します。

「言語の選択 (Language Selection)」メニューが表示されます。

10. 「言語の選択 (Language Selection)」メニューで、選択した言語 ID 番号 (0-9) を
入力し、Enter キーを押します。

しばらくすると、「ようこそ (Welcome)」画面が表示されます。

注 – 次に示す画面の例は、GUI インストールプログラムを選択した場合の画面です。
テキストベースのインストール用インタフェースを実行している場合は、テキスト
ベースの「ようこそ (Welcome)」画面 (図では示しません) が表示されます。
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11. 「ようこそ (Welcome)」画面で、「次へ (Next)」をクリックして、インストールを
開始します。

すべてのシステム情報を事前に設定した場合、設定情報の入力を求めるプロンプ
トはインストールプログラムでは表示されません。一部のシステム情報があらか
じめ設定されていない場合は、それらの情報を求めるいくつかの設定画面が表示
されます。

12. 標準的な Solaris のインストールを続行します。必要な場合は、Solaris のドキュ
メントを参照して詳細情報を確認します。

インストールが完了すると、システムが自動的に再起動し (前の設定手順でこのオ
プションを選択した場合)、Solaris のログインプロンプトが表示されます。

注 – インストール完了時に自動的に再起動するようにシステムを設定しなかった場
合は、システムを手動で再起動します。

13. 18 ページの「Solaris インストール後の作業」に進み、Solaris のインストール後
の作業を実行します。
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PXE ネットワーク環境を使用した 
Solaris 10 OS のインストール
次の手順では、Solaris オペレーティングシステムのインストールを PXE ネットワー
ク環境から起動する方法について説明します。この手順では、次のいずれかのソース
からインストールメディアを起動することを前提にしています。

■ Solaris 10 10/09 DVD セット (内蔵または外付けの DVD)

■ Solaris 10 10/09 の ISO DVD イメージまたは Solaris JumpStart イメージ (ネット
ワークリポジトリ)

注 – JumpStart を使用すると、複数のサーバー上で Solaris オペレーティングシステ
ムを最初に設定する際の、手動作業の一部または大部分を省略できます。JumpStart 
イメージの使用方法については、『Solaris 10 10/09 インストールガイド (カスタム 
JumpStart/ 上級編)』(821-0633) を参照してください。

インストールを開始する前に

Solaris 10 PXE インストールを開始する前に、次の要件を満たす必要があります。

■ PXE を使用してネットワーク経由でインストールメディアを起動するには、次の
作業を完了しておくようにしてください。

■ インストールをエクスポートするように PXE 起動インストールサーバーを設定
します。

注 – 複数の DHCP サーバーを含むサブネットでは、PXE ネットワーク起動は正常に
機能しません。このため、インストール対象のクライアントシステムを含むサブネッ
トでは、ただ 1 つの DHCP サーバーを設定する必要があります。

■ Sun Fire X4470 サーバーの MAC ネットワークポートアドレスを、PXE 起動イン
ストールサーバーでクライアントシステムとして設定します。

ネットワークからの Solaris 10 の設定とインストールについては、『Solaris 10 
10/09 インストールガイド (ネットワークインストール)』(821-0617) を参照してく
ださい。

■ 使用するインストールメディアソースが JumpStart インストールイメージの場合、
そのイメージを適切に準備してインストールできるようにします。このガイドで
は、JumpStart インストールの正しい設定と配備の方法については説明しません。
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Solaris JumpStart イメージの作成方法については、『Solaris 10 10/09 インストール
ガイド (カスタム JumpStart/ 上級編)』(821-0633) を参照してください。

次に示す手順の完了後、この章で後述するインストール後に必要な作業を確認して
実行する必要があります。詳細は、18 ページの「Solaris インストール後の作業」を
参照してください。

▼ ネットワーク PXE 起動を使用した Solaris 10 のインス
トール

1. PXE ネットワーク環境が正しく設定され、Solaris のインストールメディアを 
PXE 起動で使用できることを確認します。

詳細は、『Solaris 10 10/09 インストールガイド (ネットワークインストール)』 
(821-0617) の「ネットワーク経由のインストールの計画」を参照してください。

2. サーバーの電源を入れ直します。

例:

■ ILOM Web インタフェースで、「 Remote Control」-->「Remote Power 
Controll」を選択し、次に「Select Action」リストボックスから「 Reset」
オプションを選択します。

■ ローカルサーバーを使用する場合、サーバーのフロントパネルの電源ボタンを
押して (約 1 秒) サーバーの電源を切り、電源ボタンをもう一度押してサーバー
の電源を入れます。

■ サーバー SP の ILOM CLI で、次のように入力します。reset /SYS

BIOS 画面が表示されます。
14 Sun Fire X4470 サーバー Solaris オペレーティングシステムインストールガイド • 2010 年 6 月



注 – 次のイベントがすぐに発生するため、以下のステップでは集中する必要があり
ます。表示される時間が短いため、メッセージを注意して観察してください。スク
ロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいません。

3. BIOS 画面で、F8 キーを押して、一時起動デバイスを指定します。

「起動デバイスを選択してください (Please Select Boot Device)」メニューが表示
されます。

4. 「起動デバイス (Boot Device)」メニューで、適切な PXE 起動ポートを選択して、
Enter キーを押します。

PXE 起動ポートは、ネットワークインストールサーバーと通信するように設定さ
れた物理ネットワークポートです。

「GRUB」メニューが表示されます。

5. 「GRUB」メニューで、「Solaris_10 os」を選択し、Enter キーを押します。

注 – インストールの出力をシリアルコンソールにリダイレクトする場合は、「GRUB」
メニューで「e」を押して、「GRUB」メニューを編集します。シリアルコンソールを
サポートするには、カーネル行の起動フラグに ,console = ttya を追加します。

Solaris ディスクイメージがメモリーに読み込まれます。このプロセスは数分かか
る場合があります。完了すると、「インストールの種類 (Install Type)」メニュー
が表示されます。
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6. 「インストールの種類 (Install Type)」メニューで、インストールの実行に使用す
るインタフェースの種類を選択します。

■ グラフィカルユーザーインタフェース (デフォルト) － 1 を入力して Enter 
キーを押します。

■ デスクトップセッションからのテキストインストーラ － 3 を入力して Enter 
キーを押します。

■ コンソールセッションからのテキストインストーラ － 4 を入力して Enter 
キーを押します。

注 – 使用しているシステムで表示される画面は、手順 6 で設定したインタフェース
の種類によって異なります。この手順で示す画面の例は、デフォルトのグラフィカル
ユーザーインタフェース (Graphical User Interface、GUI) オプション (オプション 1) を
選択した場合の画面です。

デバイスとインタフェースが検出され設定されます。キーボードが検出されると、
「キーボードレイアウトの設定 (Configure Keyboard Layout)」メニューが表示さ
れます。

7. 「キーボードレイアウトの設定 (Configure Keyboard Layout)」メニューで適切な
キーボードレイアウトを選択し、Enter キーを押します。

選択したキーボードレイアウトが設定され、設定ファイルが検索されます。

前の手順で GUI インストールを選択した場合は、次の 2 つの手順 (手順 8 と 9) で 
GUI が機能しているかどうかを確認します。前の手順で GUI インタフェースを選
択していない場合は、手順 10 に進みます。
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8. 「Discovering Network Configuration and Starting Solaris Interactive Installation」
画面で、Enter キーを押します。

2 番目の画面が表示されます。ここで GUI が機能していることを確認します。

9. 表示されたテキストが判読可能な場合は、この画面で Enter キーを押します。

「言語の選択 (Language Selection)」メニューが表示されます。

10. 「言語の選択 (Language Selection)」メニューで、選択した言語 ID 番号 (0-9) を
入力し、Enter キーを押します。

しばらくすると、「ようこそ (Welcome)」画面が表示されます。

注 – 次に示す画面の例は、GUI インストールプログラムを選択した場合の画面です。
テキストベースのインストール用インタフェースを実行している場合は、テキスト
ベースの「ようこそ (Welcome)」画面 (図では示しません) が表示されます。
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11. 「ようこそ (Welcome)」画面で、「次へ (Next)」をクリックして、インストールを
開始します。

すべてのシステム情報を事前に設定した場合、設定情報の入力を求めるプロンプ
トはインストールプログラムでは表示されません。一部のシステム情報があらか
じめ設定されていない場合は、それらの情報を求めるいくつかの設定画面が表示
されます。

12. 標準的な Solaris のインストールを続行します。必要な場合は、Solaris のドキュ
メントを参照して詳細情報を確認します。

インストールが完了すると、システムが自動的に再起動し (前の設定手順でこのオ
プションを選択した場合)、Solaris のログインプロンプトが表示されます。

注 – インストール完了時に自動的に再起動するようにシステムを設定しなかった場
合は、システムを手動で再起動します。

13. 18 ページの「Solaris インストール後の作業」に進み、Solaris のインストール後
の設定作業を実行します。

Solaris インストール後の作業
Solaris のインストールと Solaris オペレーティングシステムの再起動が完了したら、
次に示すインストール後の作業を確認し、使用しているシステムで該当する作業を必
要に応じて実行します。

■ 19 ページの「重要な Solaris パッチのインストール」

■ 19 ページの「RAID 管理ソフトウェアのインストール」

注 – この節に記載されている SAS PCIe HBA オプションカードのいくつかは、まだ購
入できない可能性があります。Sun Fire X4470 サーバーの購入可能な HBA オプション
カードを確認するには、Web サイト (http://www.oracle.com/goto/x4470) に
アクセスし、該当するページに移動してください。
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重要な Solaris パッチのインストール

次の表に、使用しているシステムにインストールできる重要な Solaris パッチを示し
ます。この表を参照して、使用しているシステムにインストールが必要なパッチがあ
るかどうかを判断してください。

RAID 管理ソフトウェアのインストール

サーバーに Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID HBA が取り付けられている場合は、
RAID 管理ソフトウェアをインストールする必要があります。このソフトウェアは 
Tools and Drivers DVD に収録されています。RAID 管理ソフトウェアをインストー
ルしない場合、Solaris OS はディスクエラーを検出および報告できません。

RAID 管理ソフトウェアのインストール方法については、HBA に付属のドキュメン
トか、次の Web サイトで入手できる『LSI MegaRAID SAS Software User’s Guide』を
参照してください。(http://www.lsi.com/support/sun/)

表 2-1 重要な Solaris パッチ

重要な Solaris パッチ 説明 パッチのダウンロードサイト

142901-03 このパッチは起動時間を大きく短縮します。

(www.oracle.com/goto/x4470)

143524-01 このパッチは、Sun Storage 6 Gb SAS PCIe HBA 
(内蔵) が取り付けられたシステムに修正を提供し
ます。

142260-02 このパッチは、半導体ドライブ (Solid State 
Drive、SSD) およびフラッシュデバイスにパ
フォーマンスに関する修正を提供します。

143355-02 このパッチは、10 GbE Intel NIC (1109A) にパ
フォーマンスに関する修正を提供します。

142085-03 このパッチは、qlc QLogic FC HBA ドライバに修
正を提供します。
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付録 A

サポートされるインストール方法

サーバーに Solaris オペレーティングシステムをインストールする最適な方法を決定
するには、この付録で説明している次の内容を検討してください。

■ 21 ページの「コンソール出力」

■ 23 ページの「インストール起動メディア」

■ 25 ページの「インストール先」

コンソール出力
表 A-1 に、オペレーティングシステムをインストールする際の出力と入力を表示す
るためのコンソールを示します。
21



表 A-1 OS インストールを実行する際のコンソールオプション

コンソール 説明 セットアップ要件

ローカルコンソール ローカルコンソールをサーバー 
SP に直接接続することにより、
OS のインストールやサーバー
の管理を実行できます。

ローカルコンソールの例とし
て、次のものがあります。

• シリアルコンソール 
• VGA コンソール (USB キー

ボードおよびマウスを使用)

1. ローカルコンソールをサーバーに接続します。

詳細は、『Sun Fire X4470 サーバー設置マニュアル』
(821-2370) の「デバイスの接続」を参照してください。

2. ILOM プロンプトで、ILOM ユーザー名とパスワードを
入力します。

3. シリアルコンソール接続の場合のみ、start /SP/console 
と入力して、ホストのシリアルポートとの接続を確立
します。

ビデオ出力がローカルコンソールに自動的にルーティン
グされます。

サーバー SP との接続の確立方法については、Oracle 
Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 マニュアル
セットを参照してください。

リモートコンソール サーバー SP へのネットワーク
接続を確立することにより、リ
モートコンソールから OS のイン
ストールやサーバーの管理を行
うことができます。

リモートコンソールの例には、
次のものがあります。

• ILOM リモートコンソールア
プリケーションを使用した 
Web ベースのクライアント
接続

• シリアルコンソールを使用し
た SSH クライアント接続

1. サーバー SP の IP アドレスを確立します。

詳細は、『Sun Fire X4470 サーバー設置マニュアル』
(821-2370) を参照してください。

2. リモートコンソールとサーバー SP の間の接続を確立
します。

Web ベースのクライアント接続の場合は、次の手順を
実行します。1) Web ブラウザにサーバー SP の IP アド
レスを入力します。2) ILOM Web インタフェースにロ
グインします。3) ILOM リモートコンソールを起動し
て、ビデオ出力をサーバーから Web クライアントにリ
ダイレクトします。4) 「Device」メニューでデバイス
の切り替え (マウス、キーボードなど) を有効にします。

SSH クライアント接続では、次の手順を実行します。
1) シリアルコンソールから、サーバー SP への SSH 
接続を確立します (ssh root@ipaddress)。2) ILOM コ
マンド行インタフェースにログインします。3) start 
/SP/console と入力してシリアル出力をサーバーから 
SSH クライアントにリダイレクトします。

ILOM SP へのリモート接続の確立や ILOM リモートコン
ソールの使用については、Oracle Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) 3.0 マニュアルセットを参照してくだ
さい。
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インストール起動メディア 
サーバーへのオペレーティングシステムのインストールを開始するには、ローカルま
たはリモートのインストールメディアソースを起動します。表 A-2 に、サポートさ
れるメディアソースと、各ソースで必要なセットアップ要件を示します。

表 A-2 OS インストール実行のための起動メディア

インストールメディア 説明 セットアップ要件

ローカル起動メ
ディア

ローカル起動メディアには、サー
バー上の組み込み型ストレージデバ
イスまたはサーバーに接続された外付
けのストレージデバイスが必要です。

サポートされる OS のローカル起動
メディアソースには、次のものがあ
ります。

• CD/DVD-ROM インストールメ
ディア、および該当する場合は
フロッピーデバイスドライバメ
ディア

1. サーバーに組み込み型のストレージデバイスがない
場合は、ドングルケーブルの USB コネクタを使用し
て、適切なストレージデバイスをサーバーモジュー
ルのフロントパネルに接続します。

2. ローカルデバイスをサーバーに接続する方法につい
ては、『Sun Fire X4470 サーバーサーバー設置マ
ニュアル』(821-2370) の「デバイスの接続」を参照
してください。
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リモート起動メ
ディア

リモートメディアでは、ネットワー
クを介してインストールを起動する
必要があります。ネットワークイン
ストールは、リダイレクトされた起
動ストレージデバイスか、Pre-boot 
eXecution Environment (PXE) を使
用してネットワーク上にインストー
ルをエクスポートする別のネット
ワークシステムから開始できます。

リモートストレージデバイスから起動メディアをリダ
イレクトするには、次の手順を実行します。

1. 起動メディアを、次のようなストレージデバイスに
挿入します。

CD/DVD-ROM ISO イメージの場合、ISO イメージ
がネットワーク共有された場所ですぐに利用できる
ことを確認します。

デバイスドライバフロッピー ISO イメージの場合、
ISO イメージ (該当する場合) がネットワーク共有さ
れた場所または USB ドライブ上ですぐに利用できる
ことを確認します。

デバイスドライバフロッピーメディア (該当する場合) 
の場合、フロッピーメディアを外付けのフロッピー
ドライブに挿入します。

CD/DVD-ROM の場合、組み込み型または外付けの 
CD/DVD-ROM ドライブにメディアを挿入します。

2. サーバーの ILOM SP に Web ベースのクライアント
接続を確立し、ILOM リモートコンソールアプリケー
ションを起動します。

詳細は、表 A-1 に示す Web ベースのクライアント
接続に関するセットアップ要件を参照してください。

3. ILOM リモートコンソールアプリケーションの「デ
バイス (Device)」メニューで、次のように起動メディ
アの場所を指定します。

CD/DVD-ROM 起動メディアの場合は、「CD-
ROM」を選択します。

CD/DVD-ROM ISO イメージの起動メディアの場合
は、「CD-ROM Image」を選択します。

フロッピーデバイスドライバ起動メディアの場合は、
「Floppy」を選択します (該当する場合)。
フロッピーイメージのデバイスドライバ起動メディ
アの場合は、「Floppy Image」を選択します (該当
する場合)。

ILOM リモートコンソールの詳細は、Oracle Integrated 
Lights Out Manager (ILOM) 3.0 マニュアルセットを参
照してください。

サポートされる OS のリモートメ
ディアソースには、次のようなもの
があります。

• CD/DVD-ROM インストールメ
ディア、および該当する場合は
フロッピーデバイスドライバメ
ディア

• CD/DVD-ROM の ISO インストー
ルイメージ、および該当する場合
はフロッピーの ISO デバイスドラ
イバメディア

• 自動インストールイメージ (PXE 
起動が必要)

表 A-2 OS インストール実行のための起動メディア (続き)

インストールメディア 説明 セットアップ要件
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インストール先
表 A-3 に、オペレーティングシステムのインストールに使用できる、サポートされ
るインストール先を示します。

リモート起動メ
ディア (続き)

注 – 自動インストールイメージを使
用すると、複数のサーバーで OS の
インストールを実行できます。自動
イメージを使用すると多くのシステ
ムで設定を統一できます。

自動インストールでは、Pre-boot 
eXecution Environment (PXE) 技術を
使用し、オペレーティングシステム
がインストールされていないクライ
アントをリモートで起動して、自動
インストールサーバーからオペレー
ティングシステムをインストールし
ます。

PXE を使用してインストールを実行するには、次の手
順を実行します。

1. PXE 起動経由でインストールをエクスポートするよ
うにネットワークサーバーを設定します。

2. OS インストールメディアを PXE 起動で利用できる
ようにします。

自動 OS インストールイメージを使用する場合は、
次のような自動 OS インストールイメージを作成す
る必要があります。

- Solaris JumpStart イメージ

- RHEL KickStart イメージ

- SLES AutoYaST イメージ 
- Windows WDS イメージ

インストールのセットアッププロセスを自動化する
方法については、オペレーティングシステムベン
ダーのドキュメントを参照してください。

3. インストールメディアを起動するには、一時起動デ
バイスとして PXE 起動インタフェースカードを選択
します。

表 A-3 OS インストールのインストールターゲット

インストール先 説明 セットアップ要件 サポートされる OS

ローカルハード
ディスクドライ
ブ (Hard Disk 
Drive、HDD) 
または 
半導体ドライブ 
(Solid State 
Drive、SSD)

オペレーティングシステムは、
サーバーに設置された任意のド
ライブを選択してインストール
できます。

HDD または SSD がサーバーに正しく取
り付けられていて、電源が入っているこ
とを確認します。

HDD または SDD の設置と電源投入につ
いては、サーバーに付属のインストール
ガイドまたはサービスマニュアルを参照
してください。

付録 D に示す、
サポートされて
いるすべてのオ
ペレーティング
システム。

表 A-2 OS インストール実行のための起動メディア (続き)

インストールメディア 説明 セットアップ要件
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付録 B

新規インストール時の BIOS のデ
フォルト設定

ハードディスクドライブまたは半導体ドライブに新しいオペレーティングシステムを
インストールする場合は、オペレーティングシステムのインストールを実行する前に、
次の BIOS 設定が適切に設定されていることを確認するようにしてください。

■ システム時刻

■ システム日付

■ 起動順序

BIOS の出荷時デフォルト設定の確認
BIOS 設定ユーティリティーでは、必要に応じて BIOS 設定を表示および編集するだ
けでなく、最適なデフォルト値を設定することもできます。BIOS 設定ユーティリ
ティーで変更した設定はすべて、次回に設定変更するまで常時使用されます。

F2 キーを使用してシステムの BIOS 設定を表示または編集できるほか、BIOS の起動
中に F8 キーを使用することで、一時起動デバイスを指定できます。F8 キーを使用し
て一時起動デバイスを設定した場合、この変更は現在のシステム起動のみで有効で
す。一時起動デバイスで起動したあとは、F2 キーで指定した常時起動デバイスが有
効になります。

インストールを開始する前に

BIOS 設定ユーティリティーにアクセスする前に、次の要件を満たしていることを確認
します。

■ サーバーにハードディスクドライブ (Hard Disk Drive、HDD) または半導体ドラ
イブ (Solid State Drive、SSD) が搭載されている。
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■ HDD または SSD がサーバーに適切に設置されている。詳細は、『Sun Fire X4470 
サーバー設置マニュアル』(821-2370) を参照してください。

■ サーバーへのコンソール接続が確立されている。詳細は、22 ページの「OS インス
トールを実行する際のコンソールオプション」を参照してください。

▼ 新規インストールの BIOS 設定の表示または編集

1. サーバーの電源をリセットします。

サーバーの電源をリセットするには、次の手順を実行します。

■ ILOM Web インタフェースで、「Remote Control」-->「Remote Power 
Control」タブを選択し、次に、「Select Action」ドロップダウンリストボッ
クスから「Power Cycle」オプションを選択します。

■ ローカルサーバーを使用する場合、サーバーのフロントパネルの電源ボタンを
押して (約 1 秒) サーバーの電源を切り、電源ボタンをもう一度押してサーバー
の電源を入れます。

■ サーバー SP の ILOM CLI で、次のように入力します。reset /SYS

BIOS 画面が表示されます。

2. BIOS 画面でプロンプトが表示されたら、F2 キーを押して BIOS 設定ユーティリ
ティーにアクセスします。

しばらくすると、BIOS 設定ユーティリティーが表示されます。

3. 出荷時のデフォルト値に設定するために、次の手順を実行します。

a. F9 キーを押すと、最適な出荷時のデフォルト設定が自動的に読み込まれます。

メッセージが表示され、「OK」を選択してこの操作を続けるか、「CANCEL」を
選択してこの操作を取り消すよう指示されます。

b. メッセージで「OK」を強調表示して、Enter を押します。

BIOS 設定ユーティリティー画面が表示され、システム時刻フィールドの最初
の値でカーソルが強調表示されます。

4. BIOS 設定ユーティリティーで次の手順を実行して、システム時刻またはシステ
ム日付に関係する値を編集します。

a. 変更する値を強調表示します。

上下の矢印キーを使用して、システムの時刻と日付の選択を変更します。

b. 強調表示されたフィールドの値を変更するには、次のキーを使用します。

■ プラス (+) を押すと、表示されている現在の値が増加します。

■ マイナス (-) を使用すると、現在表示されている値が減少します。

■ Enter キーを押すと、カーソルが次の値フィールドに移動します。
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5. 起動設定にアクセスするには、「起動 (Boot)」メニューを選択します。

「起動設定 (Boot Settings)」メニューが表示されます。

6. 「起動設定 (Boot Settings)」メニューで、下矢印キーを使用して「起動デバイス
の優先順位 (Boot Device Priority)」を選択し、Enter キーを押します。

「起動デバイスの優先順位 (Boot Device Priority)」メニューが表示され、認識さ
れている起動デバイスの優先順位が示されます。リストの先頭のデバイスが、起
動の優先度がもっとも高いデバイスです。

7. 「起動デバイスの優先順位 (Boot Device Priority)」メニューで次の手順を実行し
て、リストの最初の起動デバイスエントリを編集します。

a. 上下矢印キーを使用してリストの先頭のデバイスを選択し、Enter キーを押し
ます。

b. 「Options」画面で、上矢印キーと下矢印キーを使用してデフォルトの常時起
動デバイスを選択し Enter キーを押します。

「Boot」メニューおよび「Options」メニューに表示されるデバイス文字列は、
デバイスタイプ、スロットインジケータ、および製品 ID 文字列の形式です。

注 – 変更する各デバイス項目に対して手順 7a および 7b を繰り返して、リスト内の
ほかのデバイスの起動順を変更できます。

8. 変更を保存して BIOS 設定ユーティリティーを終了するには、F10 キーを押します。

または、「終了 (Exit)」メニューで「保存 (Save)」を選択して変更を保存し、BIOS 
設定ユーティリティーを終了することもできます。変更を保存して設定を終了す
ることを確認するメッセージが表示されます。メッセージダイアログで「OK」を
選択して、Enter キーを押します。

注 – ILOM リモートコンソールを使用している場合、F10 キーはローカル OS にト
ラップされます。このため、「Remote Console」ウィンドウの上部にある「Keyboard」
ドロップダウンメニューから「F10」オプションを使用する必要があります。
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付録 C 

Tools and Drivers DVD の ISO イ
メージのダウンロード

サーバーに Tools and Drivers DVD が付属していない場合、またはサーバー付属の 
Tools and Drivers DVD にサーバー用の最新のツールとファームウェアが含まれてい
るかどうかを確認する必要がある場合は、この付録のダウンロード手順を使用します。

ISO イメージのダウンロード手順
Tools and Drivers DVD の ISO イメージをダウンロードするには、次の手順を実行し
ます。

▼ Tools and Drivers DVD イメージのダウンロード

1. (http://www.oracle.com/goto/x4470) にアクセスし、Tools and Drivers 
DVD ダウンロードページに移動します。

2. Tools and Drivers DVD のプラットフォームイメージを選択します。
31
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付録 D

サポートされているオペレーティン
グシステム

この付録の表 D-1 に、このドキュメントの発行時に Sun Fire X4470 サーバーでサ
ポートされているオペレーティングシステムを示します。

Sun Fire X4470 サーバーでサポートされる最新のオペレーティングシステムの最新の
リストについては、(http://www.oracle.com/goto/x4470) で該当する Web サ
イトに移動してください。
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サポートされているオペレーティングシ
ステム
Oracle の Sun Fire X4470 サーバーは、次のオペレーティングシステムまたはそれ以
降のリリースのインストールと使用をサポートします。

表 D-1 サポートされているオペレーティングシステム

オペレーティング
システム サポートされているバージョン 追加情報

Windows • Microsoft Windows Server 2008 SP2、Standard 
Edition (64 ビット) 

• Microsoft Windows Server 2008 SP2、Enterprise 
Edition (64 ビット)

• Microsoft Windows Server 2008 SP2、
Datacenter Edition (64 ビット) 

• Microsoft Windows Server 2008 R2、Standard 
Edition (64 ビット)

• Microsoft Windows Server 2008 R2、Enterprise 
Edition (64 ビット)

• Microsoft Windows Server 2008 R2、Datacenter 
Edition (64 ビット)

• 『Sun Fire X4470 
サーバー Windows 
オペレーティングシ
ステムインストール
ガイド』(821-2376)

Linux • Oracle Enterprise Linux (OEL) 5.5 (64 ビット)
• SUSE Linux Enterprise Server (SLES) 11 (64 ビット)
• Red Hat Enterprise Linux (RHEL) 5.5 (64 ビット)

• 『Sun Fire X4470 
サーバー Linux オペ
レーティングシステ
ムインストールガイ
ド』(821-2379)

Solaris • Solaris 10/09 以降 • 『Sun Fire X4470 
サーバー Solaris オ
ペレーティングシス
テムインストールガ
イド』(821-2373)

仮想マシンソ
フトウェア

• Oracle VM 2.2.1
• VMware ESX 4.0 U1
• VMware ESXi 4.0 U1

• 『Sun Fire X4470 
サーバー仮想マシン
ソフトウェアインス
トールガイド』
(821-2382)
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